
アジア太平洋気象防災センターの業務紹介

所長 石原幸司
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YAHOO!ニュースと共同で防災啓発のグラフィックを作成（R4）

参考：台風情報の周知啓発
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最近の報道発表資料から
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定常業務／現業業務
台風に関する諸情報（解析予報、暴風域に入る確率、熱帯低気圧RSMC/航空アドバイザリ等）の発表
昇格に関する国際情報交換、越境の国際現業調整
ベストトラック作成・発表・管理、台風予報の検証と改善提案
台風発生数等の統計資料の作成・発表・管理

開発業務
台風進路・強度予報の改善、発生予報の開発

庁内連携（数値予報課・気象研究所）
庁外連携（学識経験者）

情報発表に係るプログラムや熱帯擾乱解析装置等の維持・管理
台風委員会構成員向け「台風数値予報（NTP）ウェブサイト」のコンテンツ作成・管理
気象衛星等データ表示解析ソフトウェア・SATAID２の庁内維持管理体制の主導

国際業務
世界気象機関（WMO）熱帯低気圧RSMCの諸活動
ESCAP/WMO台風委員会に関する諸活動
アジア太平洋域内の国家気象水文機関に対する技術協力
海外の在外公館への熱帯低気圧に関する情報共有

主な業務概要（台風に関するほぼすべての業務）
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https://www.wmo.int/pages/prog/www/tcp/Advisories-RSMCs.html を一部編集

熱帯低気圧に関するWMO地区特別気象センター（RSMC）
・世界気象機関（WMO）は、熱帯低気圧が発生する海域毎に地区特別気象センター（RSMC）を指名
・RSMC東京台風センター（気象庁）はその一つ
・責任海域：北西太平洋と南シナ海（東経100度－180度、0度－北緯60度）
・発生数が世界で最も多い海域を担当
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台風委員会で決まる台風のアジア名

140個のアジア名のうち日本からは、星座名に由来する名前10個を提案

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/typhoon/1-5.html
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